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1．旋風と被害のあらまし

1961年１月２４日，午後１時45分，薩摩半島の南

端，知覧町の塩谷海岸沖に旋風**が発生した．当時の

天気図をみると，大陸から朝鮮，九州にかけて小さな

低気圧が連なり，その一つの寒冷前線が南九州を椎切

る位置にある（第１図)．旋風はこの前線前而の大気

（1961耳１月２４日１日時）

第１図１月２４日の気圧配置

の不安定が成因であったと思われる．この日は南九州

一帯は雨で，また新聞報導によれば長崎，門司でも突

風及び旋風の被害が報告されている．

旋風は海岸に上陸した後，塩谷部落の家並に沿って
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*＊漏中雲を伴ったかどうか明かでないので一応旋風

と呼ぶことにする．
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移動したため，およそ巾３０ｍ長さ500ｍの範囲で

住家など20数棟に若干の被害を与えた（第２図)．そ
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第２図旋風の進路と被害の概要

の外，家畜小屋，物置等の小構造物や樹木など，転倒

或はI欠き飛ばされたものがあったようだが，これらは

直ちに復旧されたため，その詳細は明らかでない．た

だその転倒或は吹飛んだ方向は，現地で聞いた範囲で

は東及至北で，旋風の進行方向とほぼ一致したようで

ある．

２．建物の被害

５，２に満たない附属家屋と，瓦が数枚飛散した程

度の小被害を除いて,或る程度の被害を受けた建物２，

棟について調査を行なった．これらの建物は住家，店

舗附住家，’棟の寺及びそれらの附属建物で，いずれ

も木造平家建，板壁日本瓦がほとんどで，建築年令が

50年を越えるような古い家も多かった．被害は屋根

葺材の飛散が過半を占め，特に条件の悪い３棟が移
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軸部の被害：旋風の消滅点に近く，移動或は傾斜し

た建物のうち，，棟（第２表No.３）は許しく老朽し

た納屋，他の２棟は小住宅で，この小住宅は周囲に空

地を存するという点で共通している．そのZつ（第２

表Ｎｏ．，）は四周が畠で小高い所にあり，戦後建てら

れた板壁瓦葺のバラック住宅で，西南西から旋風に巻

き込まれ，土台は布基礎の上を１０ｃｍ程移動，軸部は

東側梁間方向に菱形変形し，別棟の便所は東に吹き飛

び転倒した．変形のため建具のガラスは全部破壊,屋

根も約３割の瓦がゆるんだり飛散したりした．他の１

動，傾斜など軸部に被害を受けたほか，幾つかの住家

で建具，外壁の損傷がみられた（第１表)．

第１表調査家屋の被害の概要
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第４１劃日本瓦茸屋根の被害場所

みるにもみることが出来た（第５図)．一方軒先の被

害は遮蔽される事か§高く，また５寸程度の勾配がある
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第３図下葺まで飛散した１１本瓦葺屋根

ラバと棟に最も多く（第４図)，ケラバ瓦の飛散は切

妻，入母屋の別なく，またシックイで固めたものにも
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第５図シックイ詰したケラバ瓦の飛散

ために非常に少なかった．

その他の被害：前に述べた建物の変形によってガラ

スが壊れたものの外，建具が風圧で建物内に倒された

もの２ケ所，逆に外側に倒されたもの４ケ所，その

他，飛来物によるガラスの破損が若干あり，またやや

小高い所にある住家で，束と南の板壁の一部を外に倒

された例があった．

３．考察とむすび

この旋風による建物の被害をみると，被害形態は旗
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つ（第２表No.２）は川くりの堤の上にあり，南から

北西にかけて遮蔽物がなく，建物は板壁瓦葺で５０年

くらいを経過している．昔からの建て方で床は高い．

これは旋風の真中に入ったためか，時計と反対廻りに

ねじり変形した．また西側の板壁の一部がはがされ，

ケラバ瓦も被害を受けた．

屋’限の被害：屋根に被害を認めた１７棟のうち，１

棟の土居葺を除き他は日本瓦葺で，勾配は５寸程度，

１棟の方形を除き，他は切妻，入母屋及びその混合型

であった．日本瓦葺屋;限の被害は瓦のゆるみと飛散で

あるが，切妻ケラパで下側からの正庄も加わったため

に，この部分の瓦が下葺とも飛ばされた例がある（第

３図)・被害の場所は一般に局部的で，西及び南のケ

傾斜

３棟計．

家
屋

″
住
納

約

移動・傾斜し た 建 物

用途｜構造

木造平家
〃

〃

１
２
３

周囲空地

三方空地

南空地，著しい老朽

東へ約１/１５
同左若干
不 明#ml購計凄廻淵…

面

害

鹿児島大学工学部研究報 告第 ２号

砿’移

建

動

備Ｎｏ．

恥獅-}＝製弔望Jmm瞳



立川・吉野・久米：旋風による知覧町の建物被害について 143

風の進路と平行に強風が吹きつけた場合とよく似てい

る．恐らく被害は主に，進行速度が加わって風速が増

している旋風の片側によって生じたものと思われる．

被害形態が特に台風の場合と異る点としては，強風の

継続時間が短かいために屋根の被害が極めて局部的で

あったことや，あらかじめ強風に備えて雨戸を引くこ

とが出来ないために，開口部から容易に風が入って，

建具や壁を外に押倒した例があったことなどがあげら

れる．移動，傾斜してガラスが全面的に壊れた住家

が，更にそこから風をはらんで倒壊するという経過を

とらなかったことも，強風の継続時間が短かかったた

めの一つの被害形態と考えられないこともない．中心

附近の渦とその揚力が，建物にどのように作用するか

は興味ある問題であるが，１棟の住家がねじり変形し

た以外に手掛りとなる資料は得られなかった．

粗悪な木造の建物が，風に対してほとんど抵抗力を

持たないことは今更強調するまでもないが，特に周囲

に遮蔽物のない場合は，この程度の旋風に対しても危

険であることは，この調査から明らかである．また日

本瓦葺屋根の瓦の留付方法，特に最も大きな局部風圧

をうけるケラバ瓦については大いに改良の余地がある

と思われる．瓦の形，留付用穴の位置と数，更にシッ

クイの調合など，今後検討されてよい問題である．

この報告は1961年１月２７日に行なった現地調査を

もとにして作成した．被害を受けてから数日を経過し

ていた為，復旧されていたものもあり，若干の見落し

はあったと思われるが，被害の概要はつかみ得たつも

りである．最後に協力いただいた現地の方に，心から

感謝する次第である．


